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筆者は以下のように述べている。自分は、

学校時代に体育が苦手だったせいで、現在に

いたっても、スポーツをしたいという欲求が

ない。また、スポーツを見る側に立ってみて

も、選手に感情移入ができず、退屈感しか感

じない。しかし、音楽や映画では「同化」の

感情を味わうことができる。スポーツはわか

りやすくて、誰でもが参加できるかもしれな

いという「近い」芸術である。それなのに、

なぜ、芸術が自分のなかに呼びおこすあこが

れ に 似 た あ の 感 情 を 生 み だ す こ と が で き な

いのか。これから考えていきたい。  
私は、筆者のスポーツ嫌いの姿勢には賛成

できない。私は筆者にスポーツの素晴らしさ、

魅力を伝えたいと思う。  
筆者はスポーツが苦手で、かつての記憶や

恐怖心にしばられ、全く楽しめないと書いて

いる。だが、そのことが、筆者をしてスポー

ツに対し、客観的な視点をもたせている。選

手、観客が共に味わう「日常生活では味わえ

ない緊張感」や「何が起こるかわからないド

ラマ性」、さらには観客と選手の「一体化」

といったものを筆者は充分に理解している。

そして、音楽や映画では「同化」の感情を味

わうことができるのに、「近い」芸術である

ス ポ ー ツ に 自 分 は な ぜ 退 屈 し て し ま う の か

と、少々いらいらしている。  



だが、筆者は学校時代の体育の記憶にとら

われすぎて、スポーツに対して構え過ぎては

いないだろうか。かつての苦手意識を払拭す

るのは、なかなか困難であろう。しかし、最

近のスポーツは実に多彩で、レベルも非常に

高い。世界中から一流選手が集まり、ハイレ

ベルの争いを繰り広げ、最後はさわやかな握

手で終わる。この、手に汗にぎる勝敗の行方

と、互いをたたえ合う結末の感動は、スポー

ツでしか味わえない。スポーツは音楽や映画

と同じく国境を持たず、観客同士も人種を超

えて一体感でつながれる、わかりやすく「近

い」芸術なのである。  
音 楽 に 鳥 肌 の 立 つ よ う な 感 動 を 覚 え る こ

とのできる、感受性の豊かな筆者なら、必ず

ス ポ ー ツ に お い て も 感 動 を 味 わ え る は ず で

ある。まずは、過去にとらわれずに無心にな

って、最低限のルールを学び、スポーツ観戦

に臨むことを筆者に勧めたい。  
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